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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・今まで三上Ｄｒは月・金の出勤でしたが、体調不良のため様子を見ての出勤となります。内科診察必要な時は主治医に診てもらう事になります。

・猪股Ｄｒは副担当医の為、主治医は院長になります。患者様の連絡も院長にし、病棟移動、退院時の指示・判断も院長にもらって下さい。

・23日の皮膚科は休みです。

・患者様の状態等を院長へメール報告する際は、病棟の主任・副主任へもメール報告して下さい。

・昨年はＡ型のインフルエンザキットだけを病棟に置いていましたが、今年はＡ・Ｂの区別判定可能品を置くそうです。使用方法はこれまでと変わりません。使用方法については検査室夏掘に指導受けて下さい。タミフルの使用のためには、この判定が必要です。また、判定でＡ型の場合はシンメトレルの選択肢もあります。１回１６０点です。

＜ボーリング大会について＞

ボーリング大会に向けて事前にどのような事が考えられるか当日対応に困らないよう打ち合わせが必要である。

○30分の自由時間について、グループで行動すると人数が多く、目立つ為、各自の自主性に任せた行動をさせたらどうだろうか、迷子になったらどのように対処するか

○入院生活に必要のないもの（電子レンジなど）を買ってきたらどうするのか

という意見があり、その事について意見交換しています。

・医療保護の患者様、単独外出禁である患者様はとくに注意して付き添いが必要。

・ジャスコ内は広く、把握しきれない。

・出入口が沢山あるため複雑すぎて集合できないかもしれない。

・事前にパンフレットを患者様に渡しどこに何があるか知らせる。

・集合を放送で知らせる→法人名・病院名を出す事は好ましくない。個人情報保護法があるため個人名は出さない。

・グループで行動した方が患者様にも安心感があるのではないか。ナイトプログラムにて患者様にどこに行きたいか希望をとり、同じ方のグループを作る。

・もし大きなものを買ってきたら、入院生活では必要で無い事を説明し対処してもらう。

これらの意見をふまえ、次の様な結論を出しています。

・自由時間はグループ行動とするが、患者様の自主性を尊重する。

・事前にナイトプログラムを利用し目的・計画を立ててもらいスタッフはその内容を把握する。

・スタッフ側は迷子になった際の対処方法をはっきりさせ、患者様にも伝えておく。

※迷子になった際の対処方法については今後話し合っていきます。

　


































